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大きく育て美咲の子ども　SNSを活用しよう
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決算認定特別委員会

令和4年度
決算認定

50
項
目
の

項
目
の
意
見
を
付
し
て

意
見
を
付
し
て

��

全
会
一
致
で
承
認

全
会
一
致
で
承
認

各
委
員
が
決
算
や
事
業
内
容
を
チ
ェッ
ク

議
会
か
ら
の
要
望
書
を
青
野
町
長
へ
提
出

決
算
認
定
特
別
委
員
会
の
報
告
書
を

松
島
議
長
へ
提
出

　
決
算
審
査
に
お
い
て
、
各
委
員
か
ら
出
さ
れ
た

指
摘
事
項
50
項
目
を
ま
と
め
た
報
告
書
を
矢
吹
委

員
長
、
板
垣
副
委
員
長
か
ら
松
島
議
長
へ
提
出
。

　
3
日
間
に
わ
た
り
決
算
認
定
特
別
委
員
会
を

開
催
し
、令
和
４
年
度
決
算
に
つ
い
て
各
委
員
か

ら
の
意
見
を
集
約
。

　
決
算
認
定
特
別
委
員
会
か
ら
の
報
告
書
を
基

に
ま
と
め
た
議
会
か
ら
の
要
望
書
を
松
島
議
長
、

左
居
副
議
長
か
ら
青
野
町
長
へ
提
出
。

定
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報
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算
委
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会
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委
員
会
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報
告
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3 みさき

決算認定特別委員会からの報告
　決算認定特別委員会は、前年度で執行された予算が適正なものであったかを確認するため、全ての課
が所管する決算について審査を担当しています。
委員長／矢吹一郎　副委員長／板垣正寿　ほか全議員を委員とする14人で審査しています。

入札制度の改善

上水道の有収率の
向上

各種委員のなり手
不足解消

地方債の借入状況に
注視

基金の見直し

　不安定な世界情勢により諸物
価高騰など流動的な時代に即応
出来る入札制度への改善を求め
る。

　多大な経費ロスの要因である
漏水に関して、今までの維持管理
に対する意識を刷新して方針を打
ち出し有収率の向上を求める。

　高齢化が進む中で民生委員児
童委員、愛育委員、栄養委員など
の報酬の見直しと、人員配置計画
の検討を望む。

　財政規模が拡大するなか、起債
の借入状況に制限がかかる事の
ないように実質公債費比率に注視
し抑制に努めなければならない。

　運用規模が小さく予算処置で
対応できる事業など、整理統合を
行い相互の関係を精査し柔軟な
管理運用を求める。

全体総括意見を付す！
本会議での委員長報告において指摘した特に付しておくべき意見は以下の通りです。

⃝９月定例会：前年度決算を審査・認定

⃝議会からの指摘・意見をとりまとめ
⃝来年度予算などへの要望書を提出

⃝３月定例会：来年度予算案を審査

　決算認定特別委員会では、決算状況や事業内容をチェックし、
「来年度予算にどう反映させるか」という視点で審査を行いました。

意見

意見

意見

意見

意見

借地解消へ向けた
取り組み

　長年の懸案事項である借地に関
して、学校建設を契機と捉え借地
に関する様々な問題を一掃する本
格的な取り組みを望む。

意見小規模多機能自治
への推進

　事業推進において地域差が大
きく生じている。組織横断的に連
携を密にし早期認定へ向けての支
援充実を求める。

意見

こども笑顔課の
取り組みに期待

　子ども関連の業務は各課に偏在
している状況であるが、目標を定
めて各課を結ぶコーディネーター
としての業務執行を望む。

意見
若者定住施策の
充実

　公営住宅のトイレの水洗化など
若者が住みやすく利用しやすい環
境整備に向けて、方針を定め着実
な取り組みを求める。

意見

来年度に
向けて

動 画

定
例
会
の
報
告

決
算
委
員
会
の
報
告

議
会
費
あ
れ
こ
れ

委
員
会
の
報
告

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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決算認定特別委員会

【※決算額は1万円未満四捨五入】

公共施設管理、防災、国際交流、情報通信など

	 一般会計	 137億1,195万円	（前年度比0.5％減）
	16特別会計	 55億5,037万円	（前年度比11.1％減）
	公営企業会計	 8億8,079万円	（前年度比2.8％減）

決算審査  私の意見！

以上のような審議を経て、美咲町議会は令和４年度　歳入・歳出決算認定を全会一致で承認しました。

安心・安全 主な
事業

総 務 費 29億1,860万円 衛 生 費 11億5,175万円

　全議員14人を委員とする令和４年度歳入歳出決算認定特別委員会が設置され、9月13日から３
日間にわたり決算の審査を行いました。
　今回の審査では、①議会が議決した予算が効果的・効率的に執行されているか②決算における評
価を来年度予算編成や役場の運営にどのように反映させるのかという点を中心に審査を行いました。
　ここでは各委員から出された50項目の指摘事項のうち主な意見を掲載します。

高齢者福祉、障がい者福祉、児童福祉、学校教育など

延
原
委
員

松
田
委
員

福祉・教育 主な
事業

　緊急事態を想定した具体的な
取り組みなど協力体制の構築を
求める。

大
阪
府
岬
町
と
の

�
防
災
協
定

小
林
委
員

　ボランティア精神に依存する
だけでなく実態に合った報酬の
見直しを求める。

各
種
委
員
の

�

報
酬
見
直
し

　若者が住みやすい環境整備と
して公営住宅のトイレの水洗化
を求める。

公
営
住
宅
の

�

水
洗
化

　避難行動要支援者登録の取り
組みを推進し緊急事態の体制整
備を求める。

避
難
行
動
支
援

　義務教育学校建設を契機に借
地に関わる問題を一掃する本格
的な取り組みを強く求める。

借
地
問
題
の
解
消

　出産祝い金など政策の見直し
により若者世代に結婚への意識
改革を促すことを求める。

出
生
率

�

向
上
へ
の
対
策

民 生 費 28億6,917万円 教 育 費 27億1,697万円

松
島
委
員

藤
井
委
員

山
本
宏
委
員

定
例
会
の
報
告

決
算
委
員
会
の
報
告

議
会
費
あ
れ
こ
れ

委
員
会
の
報
告

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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みさきネット、国民健康保険、介護保険、上・下水道など

以上のような審議を経て、美咲町議会は令和４年度　歳入・歳出決算認定を全会一致で承認しました。

主な
事業

特別会計事業 55億5,037万円 公営企業会計事業 8億8,079万円

特別会計・公営企業会計

監査委員の指摘
◆不用額の縮減について
　一昨年からの指摘により改善は見られるものの、流
用・補正・予備費充当までしたうえで不用額が出てい
る。自課予算の執行額を把握し、理財課を中心に全
体的な不用額の縮減を求める。

◆予備費の充当について
　軽微な理由により予備費を充当している事例が見ら
れる。予備費は本来災害など緊急事態への対応に
限られるため全庁的に予備費充当に対する意識を
改める必要がある。

◆備品台帳の整備について
　昨年度の指摘により、備品台帳について各課で整
備を進めているが新庁舎への移転も視野にいれ、会

計管理者を中心に美咲町財務規則に基づき適正に
処理を進めること。

◆公共施設の見直しについて
　公共施設個別施設計画を各課において策定中であ
るが、美咲町経営マネジメント指針に基づき、早期具
体化に向けて努力されたい。

◆現金の収受、管理について
　現金を取り扱う可能性がある職員は全て分任出納員
として届け、分任出納員領収印の適正管理に努める
こと。

　また、現金を受領した際には確実に領収書を発行し、
速やかに指定金融機関へ入金の手続きを行うこと。

農林業振興、道路整備、観光、災害復旧、企業誘致など

中
西
委
員

左
居
委
員

則
吉
委
員

形
井
委
員

三
船
委
員

山
本
資
委
員

産業・建設 主な
事業

　介護保険事業の保険料の策定
時には基本に基づいた算定を求
める。

介
護
保
険
事
業

　公共工事で発生する残土処理
に官民マッチングシステムの導
入を求める。

残
土
処
理
の

�

シ
ス
テ
ム

　上水道の漏水対策を抜本的に
見直し有収率の改善を強く求め
る。

有
収
率
の
改
善

　森林計画について着実に集積
計画を策定して早期の実施を求
める。

森
林
経
営

�

管
理
制
度

　農業公社の周知と荒廃地対策
など範囲を広げた積極的な活動
を求める。

農
業
公
社
の
活
用

　増加傾向にある外国人に対す
る行政サービスの体制作りを求
める。

外
国
人
へ
の

�

行
政
対
応

農林水産業費 ７億4,068万円 土 木 費 11億1,325万円

定
例
会
の
報
告

決
算
委
員
会
の
報
告

議
会
費
あ
れ
こ
れ

委
員
会
の
報
告

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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多世代交流拠点施設に 太陽光発電システムを導入
令和5年9月4日〜9月22日まで定例議会が招集され一般会計補正予算　9億2,618万円など18件の議案が議決されました。

要
　
　
　
望

農地災害の復旧

　本年５月豪雨災害（農地災害８件）に対応す
るための増額補正。

〔農地災害復旧事業費　3,408万円〕

地理情報システムの作成

　町内の地形や道路情報を盛り込んだ新たな
地理情報システム（GIS）の作成費。

〔美咲町GIS整備事業費　7,607万円〕

畜産農家への支援

　飼料代の高騰や乳価低迷による畜産農家の
経営を支援する。

〔畜産事業者支援事業費　4,437万円〕

※　さまざまな情報の相関関係や傾向を可視化できる

電気・水道

各種情報
密度分布

地形

道路・線路

建物

カーボンニュートラルの実現へ

　事業進行中の多世代交流拠点施設に、太陽
光発電システムを新たに導入し、国が目指すカー
ボンニュートラルの実現に向け整備する。
〔多世代交流拠点整備事業費　1億9,000万円〕

燃
料
価
格
高
騰
に
と
も
な
う
燃

料
コ
ス
ト
補
填
に
関
す
る
要
望

一
般
社
団
法
人
岡
山
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会　

美
作
支
部�

�

支
部
長　

安
藤　

忠
徳

　
　

�

役　

員　

岡
部　

浩
二

　
　

津
山
分
会

　
　

�

役　

員　

奥
村　

哲
美

　

貨
物
運
送
事
業
者
の
燃
料

コ
ス
ト
高
騰
の
中
で
の
企
業

経
営
の
厳
し
さ
は
理
解
で
き

る
が
、
現
在
の
状
況
で
は
補
填

措
置
を
行
う
財
源
が
な
く
、
全

会
一
致
で
趣
旨
採
択
と
し
た
。

商
品
で
あ
っ
て
使
用
し
な
い
軽

自
動
車
等
の
軽
自
動
車
税
課

税
免
除
に
関
す
る
要
望

美
咲
町
自
動
車
販
売
事
業
者

�

代
表
者　

鈴
鹿　

良
浩

　

自
動
車
販
売
の
活
性
化
を
目

指
し
減
免
制
度
を
求
め
る
も
の

で
あ
る
が
、
小
規
模
自
治
体
で

は
制
度
創
設
・
運
用
に
関
し
、

費
用
面
で
の
負
担
が
大
き
く
ま

た
、
減
免
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
も

期
待
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、全
会

一
致
で
不
採
択
と
し
た
。

定
例
会
の
報
告

決
算
委
員
会
の
報
告

議
会
費
あ
れ
こ
れ

委
員
会
の
報
告

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

生涯学習棟太陽光パネル配置図
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多世代交流拠点施設に 太陽光発電システムを導入
令和5年9月4日〜9月22日まで定例議会が招集され一般会計補正予算　9億2,618万円など18件の議案が議決されました。

9月議会
でこんなことが
決まりました

条
　
　
　
例

ワクチン接種の体制整備帯状疱疹の予防接種費用助成

事業未実施により返還 多世代交流拠点整備

　町内在住の50歳以上を対象に町が独自で
帯状疱疹予防接種費用の一部助成制度を新
設する。
〔予防接種事業費　136万円〕

　国民健康保険事業特別会計において、事業
の一部が未実施であったため、交付金を返還す
る。
〔特定健康診査等負担金償還金　431万円〕

　生涯学習棟・産業棟に公共図書館システム
の移転委託や情報ネットワークを構築するため
情報機器を購入する。
〔多世代交流拠点整備事業費　4,537万円〕

　予防接種の住民への情報提供、医療機関の
予約および接種に向けた体制整備。

〔新型コロナワクチン接種事業費　3,210万円〕

消
防
団
条
例
の一部
改
正

　

消
防
団
員
の
高
齢
化
が
進
み
、

人
口
減
少
も
伴
い
団
員
定
数
の
充

足
が
見
込
め
な
い
こ
と
か
ら
、
条

例
の
一
部
を
改
正
し
、
定
数
を
８

１
０
名
か
ら
７
１
０
名
に
す
る
。

非
常
勤
職
員
等
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

　

美
咲
町
福
祉
事
務
所
嘱
託
医
設

置
規
則
及
び
美
咲
町
自
殺
対
策
計

画
策
定
委
員
会
設
置
要
綱
に
基
づ

く
報
酬
を
支
給
す
る
た
め
、
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

意
見
の
分
か
れ
た

議
案

○は賛成　　×は反対

（議長は裁決に加わりません）

松
島
議
員

左
居
議
員

山
本
宏
議
員

松
田
議
員

延
原
議
員

形
井
議
員

小
林
議
員

藤
井
議
員

山
本
資
議
員

板
垣
議
員

三
船
議
員

矢
吹
議
員

則
吉
議
員

中
西
議
員

議案第
104号

多世代交流拠点施設の太陽光発
電システム導入に関する補正予算

議
長 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

契
　
　
　
約

【
工
事
請
負
契
約
の
変
更
】

◇
柵
原
地
域
義
務
教
育
学
校
建

設
事
業　

美
咲
町
立
柵
原
学

園
新
築
工
事�

　

契
約
の
相
手
方

株
式
会
社　

安
藤
・
間

広
島
支
店

�

支
店
長　

山
本
健
史

変
更
後
契
約
金
額

�

28
億
６
千
７
７
０
万
円（
税
込
）

変
更
前
契
約
金
額

�

28
億
４
千
９
０
０
万
円（
税
込
）

定
例
会
の
報
告

決
算
委
員
会
の
報
告

議
会
費
あ
れ
こ
れ

委
員
会
の
報
告

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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【長寿しあわせ課】
あさひが丘改修費

委 員 会 の活動
民生・教育常任委員会からの報告
民生・教育常任委員会は、住民生活課、長寿しあわせ課、健康推進課、こども笑顔課、福祉事務所、教育総
務課、生涯学習課、各総合支所地域振興課が所管する予算その他の案件について審査を担当しています。
委員長／形井　圓　副委員長／小林達夫　委員／則吉洋介、三船博之、板垣正寿、藤井智江、左居喜次の7
人で審査しています。

　柵原学園建設現場を視察した。

　工事の進捗状況を見学し、現在の状況

と岩の掘削工事について確認した。

【こども笑顔課】
子育て支援ニーズ調査

【福祉事務所】
老人福祉施設の修繕

【住民税務課】
衛生処理組合への負担金

【健康推進課】
帯状疱疹ワクチン

津山衛生処理組合の負担金

40万2,000円増額の理由は。

クリーンセンターの可燃ごみ

削減のため、脱水汚泥の一部

を外部搬出し処理したため。

問

答

あさひが丘の改修費1,000万

円増額の理由は。

想定外の建設資材物価と人

件費の高騰により追加措置を

行った。

問

答

帯状疱疹のワクチンに対する

補助の内容は。

生水痘ワクチンと帯状疱疹ワ

クチンの2種で、費用に対し2

分の1の補助となる。

問

答

【教育総務課】
柵原学園工事の増額

各施設にかかった費用の主

な内容は。

静香園の非常灯改修、かしの

き荘の浴槽修繕、中央ふれあ

いセンターのボイラー設置。

問

答

子ども・子育て支援のニーズ

調査の目的は。

少子化対策の一環として、調

査結果をもとにニーズに沿っ

た支援の充実を目指す。

問

答

柵原学園建設工事の1,870万

円増額の理由は。

造成後の基礎工事にかかる、岩

の掘削費用が予定より増加し

たため。

問

答

（書副地内）
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・
報
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【東京都日の出町】視察報告▶持続可能な福祉施策
〈
日
の
出
町
の
概
要
〉

●
日
の
出
町
は
、
都
心
か

ら
西
へ
約 

50
km
に
位
置
す

る
、
人
口
約
１
６
︐
０
０

０
人
の
恵
ま
れ
た
自
然
環

境
を
擁
し
た
町
。
平
成
19

年
度
に
大
規
模
商
業
施
設

が
開
店
し
、
周
辺
地
区
の

個
人
住
宅
・
集
合
住
宅
の

新
築
が
進
み
、
転
入
な
ど

に
よ
り
人
口
が
増
加
し
て

い
っ
た
。

〈
日
の
出
町
の
行
財
政
〉

●
財
政
面
で
の
大
き
な
転

機
と
し
て
は
、
昭
和
59
年

度
の
廃
棄
物
広
域
処
分
場

の
受
け
入
れ
合
意
が
あ
り
、

こ
れ
を
契
機
に
日
の
出
町

の
財
政
状
況
は
大
き
な
変

化
を
遂
げ
た
。

　

そ
の
後
の
工
業
団
地
形

成
や
企
業
誘
致
、大
型
商
業

施
設
の
受
け
入
れ
や
宅
地

分
譲
に
伴
う
人
口
増
加
な

ど
、土
地
利
活
用
の
変
化
に

よ
り
固
定
資
産
税
を
中
心

と
し
た
大
幅
な
税
収
増
加

が
図
ら
れ
、財
政
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
。

　

以
降
、ハ
ー
ド
事
業
を
推

進
す
る
一
方
、
福
祉
（
高
齢

者
・
子
育
て
支
援
）や
安
全

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
、教
育

施
策
な
ど
を
中
心
に
、各
施

策
の
充
実
を
推
進
し
て
き

た
。

●
令
和
２
年
度
か
ら
は
、

第
五
次
日
の
出
町
長
期
総

合
計
画
に
基
づ
き
、「
み
ん

な
で
つ
く
ろ
う
日
の
出
町

！
」
の
実
現
に
向
け
て
、

邁
進
し
て
い
る
。

〈
持
続
可
能
な
福
祉
施
策
〉

●
令
和
４
年
度
か
ら
、
福

祉
単
独
施
策
の
見
直
し
を

図
り
、
給
付
か
ら
支
援
へ

事
業
の
転
換
に
努
め
て
い

る
。
限
ら
れ
た
財
源
の
再

分
配
と
効
率
的
で
安
定
し

た
行
財
政
運
営
の
確
立
を

図
る
。

●
子
育
て
支
援
施
策
と
し

て
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
た
め
、
子
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど

新
た
な
相
談
窓
口
の
設
置

や
居
場
所
支
援
の
充
実
を

図
る
。

●
高
齢
者
支
援
施
策
と
し

て
、
外
出
支
援
（
高
齢
者

外
出
支
援
バ
ス
）
や
認
知

症
支
援
（
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ

イ
ト
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
、
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
の

周
知
）
な
ど
に
取
り
組
む
。

【神奈川県中井町】視察報告▶切れ目のない子育て施策
〈
中
井
町
の
概
要
〉

●
中
井
町
は
、
神
奈
川
県

の
南
西
部
に
位
置
す
る
面

積
約
20
㎢
、
人
口
約
９
︐

０
０
０
人
の
緑
豊
か
な
町

で
あ
る
。
西
に
は
富
士
山

を
仰
ぎ
み
る
こ
と
が
で
き

る
。
東
京
都
心
か
ら
車
で

約
１
時
間
弱
の
距
離
に
あ

る
。

〈
産
後
の
支
援
策
〉

●
産
後
ケ
ア
と
し
て
、
積

極
的
に
育
児
相
談
へ
つ
な

げ
る
た
め
に
、
妊
娠
期
か

ら
の
切
れ
目
の
な
い
支
援

体
制
を
整
え
て
い
る
。 

母

子
健
康
手
帳
交
付
時
か
ら
、

助
産
師
・
保
健
師
と
面
談

し
、
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
。

子
育
て
応
援
オ
ム
ツ
券
を

妊
婦
訪
問
、
検
診
、
教
室
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

交
付
す
る
な
ど
、
面
談
機

会
の
確
保
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

●
妊
産
婦
移
動
助
成
事
業

と
し
て
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド

バ
ス
の
利
用
に
係
る
費
用

を
助
成
。

＊
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス

　

乗
り
合
い
を
基
本
と
し

た
予
約
制
の
バ
ス

〈
学
校
給
食
費
無
償
事
業
〉

●
平
成
27
年
度
か
ら
段
階

的
に
補
助
を
行
い
、
令
和

４
年
度
か
ら
全
額
無
償
化
。

令
和
５
年
度
事
業
費
は
３
︐

８
４
０
万
円
。

〈
学
校
給
食
食
材
の
産
地

公
表
〉

●
東
日
本
大
震
災
の
発
生

に
伴
い
、
福
島
第
一
原
発

の
事
故
に
よ
る
食
材
の
安

全
性
に
対
す
る
保
護
者
の

不
安
を
解
消
す
る
た
め
に

始
ま
っ
た
取
り
組
み
。
安

全
・
安
心
な
給
食
を
提
供

す
る
た
め
、
産
地
公
表
と

地
産
地
消
の
取
り
組
み
に

努
め
て
い
る
。

ひよっこひろばで和気あいあい

地域を巡る外出支援バス
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定
例
会
の
報
告

決
算
委
員
会
の
報
告

議
会
費
あ
れ
こ
れ

委
員
会
の
報
告

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

総務・産業常任委員会からの報告
総務・産業常任委員会は、総務課、理財課、地域みらい課、くらし安全課、税務課、上下水道課、産業観光課、
建設課、みさき共創室、各総合支所地域振興課が所管する予算その他の案件について審査を担当しています。
委員長／山本宏治　副委員長／延原正憲　委員／中西伶王、矢吹一郎、山本　資、松田英二、松島　啓の7人
で審査しています。

　９月11日、旭地域・町道大山本線辺

地対策事業の現地視察を行った。

　早急な対応が必要である。

【地域みらい課】
公共施設の解体

【建設課】
大山本線の道路改良

【上下水道課】
下水道事業の今後

【みさき共創室】
ふるさと納税返礼品

下水道公営企業会計化は進
んでいるのか。
次年度以降にストックマネジ
メントを作成し、順次行ってい
く。

問

答

ふるさと納税返礼品の対応
は。
先行予約に対しては次年度の
支出を予定し、債務負担行為
を設定している。

答

問

【理財課】
GISの予算措置の財源
GISの予算措置は元気な町
づくり基金であるが補助金
はないのか。
交付税の対象にはなっている
が、今後十分に検討していき
たい。

答

問

【産業観光課】
畜産業者支援の内容

町道大山本線の一部区間の
見直しについては。
�測量設計に約１年ほどかか
り、その後５カ年計画を予定
している。

答

問公共施設の解体工事に問題
はないのか。
旧施設にはアスベストなどが
あり、解体にあたって負担額
が増える。

答

問 補助金の対象数はどのように
把握していくのか。
岡山県より報告を受けてお
り、そのデータを参考にして
対応していく。

答

問

（江与味地内）

委 員 会 の活動
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広報特別委員会からの報告

議会運営委員会からの報告

視察研修
議会広報特別委員会は、町民の皆さんに議会の活動をお知らせし、議会に対する理解を深めてもらう活動を担当
しています。
委員長／三船博之　副委員長／松田英二　委員／中西伶王、矢吹一郎、板垣正寿、左居喜次の６人で運営して
います。

議会運営委員会は、スムーズな議事運営を行うと共により活発な議会活動となるような企画を担当しています。
委員長／松田英二　副委員長／小林達夫　委員／三船博之、形井　圓、延原正憲、山本宏治の６人で運営して
います。

　８月10日に早稲田大学マニフェスト研究所の議会改革度
調査2022で全国38位にランキングされ、岡山県内では１位
の真庭市議会を視察した。
　真庭市議会では「議会活性化に向けた戦略的な取り組み」
として、「政策立案」 「市民参加」 「情報発信」の三本の柱を立
てて、さまざまな取り組みが行われている。
　議会改革度向上のためには、各常任委員会の機能強化が
欠かすことの出来ない重要な条件になるという実践的な事
例を学んだ。
　美咲町議会に必要な取り組みを検証して活動をしていく。

　8月28日に全国町村議員会館で開催された町村議会広
報クリニックに参加した。
総評は、
1、日本の町村議会で屈指といえる広報誌の一つである。
2、誌面の完成度も年々高まっている。
3、紙とウェブサイトを連携させた広報を実践している。
など、とても良い評価であった。
　また、全国町村議会広報コンクールで最優秀賞を受賞し
た埼玉県寄居町議会を視察した。誌面作りのノウハウにつ
いての研修を行った。
　これらの事で得た知識を広報誌づくりに活かして取り
組んで行きたい。
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議　長 215日

副議長 176日

議　員
（議長・副議長を

除く12人）
128日

議長交際費 31万1,290円

交際費は議長が議会を代表して外部と交際
し、議会運営をより円滑に進めるために必要と

する費用です。主に見舞金や弔慰金などに使って
います。

令和４年度の議員研修はコロナ禍が続
いたため、オンライン研修や感染防止対

策を十分行ったうえでの対面研修を庁舎内で
実施しました。

議　長 31万5,000円

副議長 26万2,000円

常任委員長 24万6,000円

議　員 24万円

視察研修費 270万3,766円

項　　　目 金　　　額

議員人件費 5,399万4,984円

一般職員人件費 1,277万7,908円

経常管理費 531万8,137円

各種負担金（退職議員の年金など） 2,119万8,012円

合　　　計 9,328万9,041円

議 会 費 あれこれ
どれくらいお金がかかっているの？
議会運営にはこのくらいかかっています。

何日くらい活動しているの？
年間の活動日数です。

議長交際費は何に使うの？視察研修費ってどれくらい？

報酬ってどれくらい？
月額報酬は次のとおりです。

Q

Q

QQ

Q

A

A

AA

A

令和4年度分

定
例
会
の
報
告

決
算
委
員
会
の
報
告

議
会
費
あ
れ
こ
れ

委
員
会
の
報
告

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告



みさき

町
政
を
問
う

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

　
　
町
長
・
教
育
長
な
ど
に

　
　
　
　
町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

美咲町指定天然記念物　広末の多羅葉（推定樹齢300年）

議会だよりには、2問まで掲載
しています。
質問の状況については、
美咲町YouTubeチャンネルで
確認していただけます。

ページ 議員名 質　問　内　容

14 山本  宏治
１．人生会議の取り組みができないか
２．マイナンバーカードの対応は

15 中西  伶王
１．人口減少に対する今後の対策は
２．保育園での待機児童などの現状は
◇　限界集落の維持管理は

16 延原  正憲
１．鳥獣被害防止対策の推進を
２．登録DMOの認可申請状況は

17 板垣  正寿
１．持続可能な農業の調査・研究を
２．学校給食で食農教育の充実を

ページ 議員名 質　問　内　容

18 三船  博之
１．町内交通手段の見直しが必要
２．公共用物品の管理はできているか

19 矢吹  一郎
１．人口減少に歯止めをかける施策は
２．美咲町行財政改革の進捗状況は

20 山本  　資
１．水道料金改定は考えているのか
２．ファミリーサポートの活用を
◇　相続登記申請の義務化への対応は

21 藤井  智江
１．柵原学園完成後でも施設改修を
２．十分な公民館活動はできているか
◇　マイナンバーカードの現状は

22 松田  英二 １．犯罪の防止には心のサポートを

13 みさき
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質問

答弁

質問

答弁

山本宏治（やまもと  こうじ）議員

動 画内容を周知し普及啓発に努める

問　
人
生
会
議
と
は
高

齢
者
と
医
療
関
係
者

や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な

ど
が
話
し
合
い
、
今
後
の

医
療
や
生
活
プ
ラ
ン
を
立

て
、
い
ざ
と
い
う
時
の
た

め
に
自
分
自
身
の
意
思
表

示
を
し
て
お
く
も
の
。
さ

ら
に
家
族
や
親
族
と
も
情

報
を
共
有
し
、
本
人
の
希

望
に
添
え
る
対
応
が
行
え

る
よ
う
に
す
る
取
り
組
み

で
あ
る
。

　
高
齢
社
会
を
支
え
る
一

つ
の
ツ
ー
ル
と
し
て
本
町

で
も
対
応
で
き
な
い
か
。

答
青
野
町
長

　

人
生
１
０
０
年
時

代
を
迎
え
、
高
齢
者
の
皆

さ
ん
が
住
み
な
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
役
場
内
は

も
と
よ
り
関
係
機
関
と
も

連
携
協
力
し
て
、
高
齢
者

施
策
を
一
体
的
に
進
め
る
。

答
櫻
井
長
寿
し
あ
わ
せ
課
長

　

人
生
会
議
は
個
人

の
主
体
的
な
行
い
に
よ
っ

て
進
め
る
こ
と
に
な
る
。

　

今
後
は
、
在
宅
医
療
・

介
護
連
携
推
進
協
議
会
な

ど
で
専
門
家
の
力
を
借
り

な
が
ら
、
人
生
会
議
の
普

及
が
充
実
し
た
生
き
方
に

寄
与
で
き
る
よ
う
に
検
討

す
る
。

　

ま
た
、町
と
し
て
医
療
·

介
護
関
係
者
や
町
民
に
人

生
会
議
の
内
容
を
広
く
知

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
普
及
·

啓
発
に
努
め
て
い
く
。

人生会議の取り組みができないか

質問

答弁

質問

答弁

マイナンバーカードの対応は

カード取得率７６％で県内上位

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
発
行
に
向
け
た

対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

①
休
日
開
庁
受
付
や
出
張

受
付
の
状
況
は
。

②
取
得
で
き
て
い
な
い
人

へ
の
対
応
は
。

③
ト
ラ
ブ
ル
に
対
す
る
総

点
検
の
状
況
は
。

④
取
得
率
に
よ
っ
て
地
方

交
付
税
へ
の
影
響
は
。

答
篠
原
住
民
生
活
課
長

①
本
町
の
カ
ー
ド
取

得
率
は
76
％
で
県
内
５
位

と
な
っ
て
い
る
。

　

休
日
開
庁
し
た
臨
時
窓

口
で
は
約
１
︐０
０
０
件

の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

②
未
取
得
者
へ
の
対
応
と

し
て
は
、
現
在
高
齢
者
施

設
を
中
心
に
出
張
申
請
を

実
施
し
て
い
る
。

答
浦
上
く
ら
し
安
全
課
長

③
現
在
ま
で
本
町
に

お
け
る
カ
ー
ド
に
よ
る
ト

ラ
ブ
ル
は
確
認
さ
れ
て
い

な
い
が
、
ひ
も
づ
け
方
法

の
確
認
作
業
は
終
了
し
て

い
る
。

　

現
在
は
国
か
ら
の
点
検

指
示
を
待
っ
て
い
る
段
階

で
あ
る
。

答
青
野
町
長

④
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
保
有
率
が
高
い
市

町
村
を
優
遇
す
る
形
で
交

付
税
が
追
加
配
分
さ
れ
る
。

　

本
町
で
も
多
く
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
追

加
配
分
さ
れ
る
予
定
と
な

っ
て
い
る
。

有効に活用しよう

定
例
会
の
報
告

決
算
委
員
会
の
報
告

議
会
費
あ
れ
こ
れ

委
員
会
の
報
告

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

議員は暑中見舞い・年賀状などの挨拶状を出すことが禁止されています。
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減り続ける人口

定
例
会
の
報
告

決
算
委
員
会
の
報
告

議
会
費
あ
れ
こ
れ

委
員
会
の
報
告

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

質問

答弁 危機感と可能性を持って取り組む

質問

答弁

中西伶王（なかにし  れお）議員

動 画

問　
人
口
減
少
・
人
口

流
出
に
歯
止
め
が
効

か
な
い
現
状
で
、
本
町
は

今
後
ど
の
よ
う
な
体
制
で

町
政
運
営
を
行
う
の
か
。

　
ま
た
、
役
場
職
員
の
な

り
手
不
足
に
対
し
て
専
門

職
手
当
の
充
実
や
初
任
給

を
見
直
す
考
え
は
な
い
か
。

答
青
野
町
長

　

ぶ
ど
う
の
生
産
面

積
が
２
倍
・
販
売
額
が
３

倍
に
増
加
、
義
務
教
育
学

校
周
辺
へ
の
宅
地
問
い
合

わ
せ
の
増
加
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
８
人
の
受
け
入

れ
、
美
作
岡
山
道
路
の
進

展
、
18
件
の
新
規
事
業
所

の
創
出
、
ふ
る
さ
と
納
税

が
７
・
５
倍
に
増
加
、
出

生
率
が
県
内
２
位
に
、
全

国
学
力
テ
ス
ト
が
県
内
上

位
に
、
こ
う
し
た
取
り
組

み
が
人
口
維
持
に
つ
な
が

れ
ば
と
期
待
し
て
い
る
。

　

危
機
感
と
可
能
性
を
持

ち
な
が
ら
、
住
民
と
行
政

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

め
る
か
が
こ
の
問
題
の
鍵

で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

答
宗
近
総
務
副
課
長

　

地
方
公
務
員
の
給

与
な
ど
は
各
自
治
体
の
条

例
に
よ
り
定
め
る
も
の
だ

が
、
本
町
の
給
与
体
系
は

国
家
公
務
員
に
準
じ
た
扱

い
の
た
め
、
独
自
の
給
料

表
や
手
当
て
を
定
め
る
こ

と
は
難
し
い
。

質問

答弁

質問

答弁 保
育
園
で
の
待
機
児
童
な
ど
の
現
状
は

希
望
に
沿
っ
た
利
用
に
努
め
て
い
く

問　
保
育
園
に
入
園
を

希
望
し
な
が
ら
入
園

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
待

機
児
童
の
現
状
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
兄
弟
・
姉
妹
が

別
々
の
保
育
園
に
通
園
し

て
い
る
状
況
を
改
善
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
結
石
教
育
総
務
課
長

　
令
和
４
年
度
に
は

待
機
児
童
は
な
か
っ
た
が
、

特
定
の
施
設
へ
の
入
園
を

希
望
し
た
幼
児
が
定
員
な

ど
の
理
由
に
よ
り
入
園
で

き
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ

る
。

　
年
度
途
中
で
の
入
園
を

希
望
さ
れ
た
際
、希
望
施
設

へ
の
入
園
が
で
き
な
か
っ

た
こ
と
に
よ
り
希
望
施
設

以
外
へ
の
入
園
を
ご
案
内

し
、保
護
者
の
理
解
を
得
た

上
で
兄
弟
が
別
々
の
保
育

園
へ
入
園
し
た
ケ
ー
ス
も

あ
る
。

　
年
度
当
初
の
入
園
で
あ

れ
ば
、入
園
調
整
を
行
う
こ

と
で
兄
弟
が
別
々
の
施
設

を
利
用
す
る
こ
と
は
な
い

が
、年
度
途
中
で
は
保
育
士

の
配
置
基
準
な
ど
に
よ
り

人口減少に対する今後の対策は

入
園
が
困
難
に
な
る
施
設

が
あ
る
。

　
で
き
る
限
り
希
望
に
沿

っ
た
施
設
が
利
用
で
き
る

よ
う
、勤
務
シ
フ
ト
の
調
整

な
ど
で
保
育
園
受
け
入
れ

体
制
の
整
備
に
努
め
る
。

離ればなれは嫌だよね

議員が選挙区内にある者に対して、寄付をすることはいかなる名義でも禁止されています。
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質問

答弁

質問

答弁

延原正憲（のぶはら  まさのり）議員

動 画協議会で有効な施策を検討する

問　
鳥
獣
被
害
へ
は
さ

ま
ざ
ま
な
対
策
を
行

っ
て
い
る
が
、依
然
と
し
て

農
作
物
の
被
害
は
続
い
て

い
る
。

①
町
の
取
り
組
み
状
況
は
。

②
直
近
３
カ
年
の
被
害
金

額
お
よ
び
捕
獲
実
績
は
。

③
美
咲
町
鳥
獣
被
害
防
止

対
策
協
議
会
の
目
的
と
開

催
状
況
は
。

④
有
害
鳥
獣
の
侵
入
を
防

止
で
き
る
新
た
な
装
置
を

道
路
に
敷
設
す
る
こ
と
を

検
討
で
き
な
い
か
。

答
青
野
町
長

①
町
で
は
猟
友
会
駆

除
班
に
よ
る
捕
獲
駆
除
対

策
・
防
護
柵
設
置
の
補
助

・
狩
猟
免
許
取
得
や
免
許

更
新
経
費
の
助
成
・
鳥
獣

被
害
対
策
の
専
門
家
井
上

雅
央
氏
に
よ
る
講
習
会
の

開
催
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
。
こ
の
講
習
会
は
今
年

度
は
２
回
開
催
す
る
予
定

で
あ
る
。

答
米
本
産
業
観
光
課
長

②
被
害
金
額
・
捕
獲

実
績
は
下
表
の
と
お
り
。

③
対
策
協
議
会
は
野
生
鳥

獣
に
よ
る
被
害
防
止
対
策

の
充
実
強
化
を
図
り
農
林

業
の
被
害
軽
減
に
資
す
る

目
的
で
平
成
25
年
に
設
立

し
た
も
の
で
、
最
近
は
年

一
回
開
催
し
て
い
る
。

④
道
路
に
敷
設
す
る
装
置

に
つ
い
て
は
、
協
議
会
で

調
査
研
究
を
行
い
、
有
効

な
施
策
を
検
討
し
た
い
。

鳥獣被害防止対策の推進を

質問

答弁

質問

答弁

登録ＤＭＯの認可申請状況は

今年度中には申請を行いたい

問　
美
咲
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
令

和
２
年
に
観
光
庁
の

Ｄ
Ｍ
Ｏ
候
補
法
人
に
登
録

さ
れ
、
国
の
正
式
認
可
を

得
る
べ
く
実
績
を
積
み
上

げ
る
重
要
な
時
期
に
あ
る
。

①
国
の
認
可
を
得
ら
れ
る

状
況
な
の
か
。

②
地
域
課
題
解
決
組
織
で

あ
る
ミ
サ
キ
ア
エ
ル
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ス
タ
ッ
フ

の
採
用
状
況
は
ど
う
か
。

③
柵
原
ふ
れ
あ
い
鉱
山
公

園
の
旧
片
上
鉄
道
の
車
両

は
老
朽
化
が
進
み
、
ス
ク

ラ
ッ
プ
に
な
る
危
惧
が
あ

る
。　
　
　

　
動
態
保
存
再
開
に
向
け

て
の
取
り
組
み
は
考
え
て

い
る
の
か
。

答
米
本
産
業
観
光
課
長

①
登
録
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
な

る
た
め
の
要
件
を
達
成
で

き
る
よ
う
事
業
を
進
め
、今

年
度
申
請
を
行
い
た
い
。

②
採
用
計
画
に
遅
れ
は
あ

る
が
、順
次
採
用
を
進
め
て

お
り
、
地
域
課
題
解
決
に

向
け
て
活
動
を
開
始
し
て
い

る
。
残
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

１
人
と
ロ
ー
カ
ルベン
チ
ャ
ー

４
人
を
現
在
継
続
募
集
中

で
あ
る
。

③
旧
片
上
鉄
道
の
車
両
は

今
年
度
に
塗
装
作
業
を
計

画
す
る
な
ど
、
優
先
順
位

を
付
け
て
、
ま
ず
で
き
る
と

こ
ろ
か
ら
整
備
を
実
施
し
、

動
態
保
存
が
で
き
る
よ
う

進
め
る
。

積極的な観光振興へ

定
例
会
の
報
告

決
算
委
員
会
の
報
告

議
会
費
あ
れ
こ
れ

委
員
会
の
報
告

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

美咲町鳥獣被害額及び鳥獣捕獲実績一覧表

年度 農作物被害額
有害鳥獣捕獲実績

イノシシ ニホンシカ ヌートリア その他の鳥獣 合計

令和２年度 １４,3０６千円 １,2３５頭 ４１４頭 １３８匹 １４０匹 １,9２７頭

令和3年度 １５,6６８千円 ８３６頭 ４４３頭 １４６匹 １０４匹 １,5２９頭

令和4年度 １３,3８４千円 １,1３１頭 ４１８頭 １０７匹 １０２匹 １,7５８頭



17 みさき

定
例
会
の
報
告

決
算
委
員
会
の
報
告

議
会
費
あ
れ
こ
れ

委
員
会
の
報
告

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

議員は病気見舞金を出すことが禁止されています。

質問

答弁 環境保全型農業を推進していく

質問

答弁

板垣正寿（いたがき  まさとし）議員

動 画

問　
県
と
県
内
27
市
町

村
が
共
同
で
策
定
し

た
「
岡
山
県
み
ど
り
の
食

料
シ
ス
テ
ム
戦
略
基
本
計

画
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

　
ま
た
、
本
町
に
お
い
て

こ
の
計
画
を
ど
の
よ
う
に

推
し
進
め
る
の
か
。

答
米
本
産
業
観
光
課
長

　

こ
の
計
画
は
国
の

定
め
る
み
ど
り
の
食
料
シ

ス
テ
ム
法
の
規
定
に
基
づ

き
策
定
し
た
計
画
で
あ
る
。

　

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ

ム
と
は
、
食
の
生
産
か
ら

販
売
、
消
費
ま
で
の
あ
ら

ゆ
る
関
係
者
の
つ
な
が
り

で
成
り
立
つ
、
大
き
な
仕

組
み
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
計
画
は
、
自
然
環

境
や
生
物
多
様
性
に
配
慮

し
な
が
ら
、
町
内
に
お
け

る
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ

ム
を
持
続
可
能
な
も
の
に

す
る
た
め
に
、
有
機
農
業

や
環
境
保
全
型
農
業
を
推

進
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

　

町
と
し
て
は
県
と
連
携

し
て
支
援
す
る
体
制
で
あ

る
の
で
相
談
し
て
ほ
し
い
。

問　
持
続
可
能
な
農
業

の
実
現
に
向
け
、
町

内
で
環
境
保
全
型
農
業
に

取
り
組
む
農
業
者
や
、
食

の
生
産
か
ら
消
費
に
至
る

さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者
の
意

見
を
集
約
し
、
研
究
し
て

み
て
は
ど
う
か
。

答
米
本
産
業
観
光
課
長

　

意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
調
査
・
研
究
を
行
っ

て
い
く
。

質問

答弁

質問

答弁 学
校
給
食
で
食
農
教
育
の
充
実
を

給
食
食
材
の
認
識
を
高
め
て
い
く

問　
町
内
の
学
校
給
食

に
お
け
る
地
場
産
物
、

国
産
食
材
の
使
用
率
は
。

答
結
石
教
育
総
務
課
長

　
本
町
か
ら
岡
山
県

へ
の
報
告
に
は
、地
場
産
物

は
49
％
、国
産
食
材
に
お
い

て
は
85
％
と
い
う
使
用
率

の
統
計
値
が
出
て
い
る
。今

後
と
も
、地
元
食
材
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
、安
全
で
お

い
し
い
給
食
の
提
供
に
努

め
て
い
く
。

問　
例
え
ば
学
校
給
食

に
町
内
の
環
境
保
全

型
農
業
の
米
を
イ
ベ
ン
ト

的
に
取
り
入
れ
る
な
ど
、

学
校
給
食
を
通
し
て
自
然

環
境
や
生
物
多
様
性
を
意

識
し
た
食
と
農
を
関
連
づ

け
た
食
農
教
育
の
充
実
を

図
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
結
石
教
育
総
務
課
長

　
地
域
の
生
産
者
と

関
わ
り
な
が
ら
環
境
保
全

型
農
業
を
学
ぶ
こ
と
は
重

要
で
あ
る
。学
校
と
地
域
が

情
報
共
有
で
き
る
食
農
教

育
の
仕
組
み
づ
く
り
を
研

究
し
て
い
く
。

問　
全
国
的
に
広
が
り

つ
つ
あ
る
オ
ー
ガ
ニ

持続可能な農業の調査・研究を

ッ
ク
給
食
の
取
り
組
み
を

研
究
し
、
町
と
し
て
今
で

き
る
こ
と
を
一
歩
で
も
踏

み
出
す
こ
と
が
で
き
な
い

か
。答

結
石
教
育
総
務
課
長

　
今
後
、
勉
強
し
て

い
く
。

みんなと給食楽しいな

美味しいお米を子どもたちに
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質問

答弁

質問

答弁

三船博之（みふね  ひろゆき）議員

動 画

利便性の見直しを

利便性を考えて見直しを検討する

問　
黄
福
タ
ク
シ
ー
は
、

町
民
の
交
通
手
段
と

し
て
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
に
な
っ
て
い
る
が
、

登
録
条
件
の
見
直
し
が
10

年
近
く
さ
れ
て
い
な
い
。

　
健
康
寿
命
が
伸
び
て
い

る
現
在
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
や
Ｄ
Ｘ
を
活
用
し

目
標
を
持
っ
て
制
度
を
見

直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
支
所
間
バ
ス
も
空
席
が

目
立
つ
、
こ
れ
に
つ
い
て

も
バ
ス
の
大
き
さ
・
運
行

時
間
の
見
直
し
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　
運
転
手
不
足
解
消
の
た

め
、
二
種
免
許
取
得
の
助

成
支
援
を
し
て
い
る
が
実

態
は
ど
う
な
の
か
。

答
浦
上
く
ら
し
安
全
課
長

　

黄
福
タ
ク
シ
ー
に

つ
い
て
は
、
６
月
に
運
賃

の
値
上
げ
も
あ
り
利
便
性

を
考
え
て
、
持
続
可
能
な

制
度
を
維
持
す
る
た
め
に
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・

Ｄ
Ｘ
も
視
野
に
入
れ
て
検

討
し
て
い
く
。

　

支
所
間
バ
ス
に
つ
い
て

は
、
利
用
者
の
減
少
を
踏

ま
え
庁
舎
移
転
に
併
せ
て

運
行
内
容
を
見
直
し
、
財

源
に
余
剰
が
生
ま
れ
れ
ば
、

財
源
と
し
て
活
用
す
る
。

　

二
種
免
許
取
得
の
助
成

支
援
は
５
年
間
で
６
件
あ

り
、
こ
れ
か
ら
も
運
転
手

不
足
解
消
の
た
め
、
周
知

に
努
め
る
。

町内交通手段の見直しが必要

質問

答弁

質問

答弁

公共用物品の管理はできているか

順次更新・整理を検討していく

問　
町
民
が
地
域
・
イ

ベ
ン
ト
な
ど
に
使
用

す
る
仮
設
テ
ン
ト
が
旧
町

時
代
の
物
で
あ
る
。
関
係

人
口
を
増
や
そ
う
と
す
る

中
、
新
し
い
物
に
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
学
校
・
公
園
内

の
設
備
も
老
朽
化
が
目
立

つ
が
安
全
対
策
は
で
き
て

い
る
か
。
設
置
し
て
あ
る

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
は
、
教

育
委
員
会
で
把
握
し
て
い

る
の
か
。

　
記
念
樹
も
枯
れ
た
も
の

が
多
い
が
整
理
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答
平
賀
生
涯
学
習
課
長

　

仮
設
テ
ン
ト
に
つ

い
て
は
、
老
朽
化
し
た
も

の
も
あ
る
の
で
今
後
順
次
、

美
咲
町
の
名
前
の
も
の
に

計
画
的
に
更
新
を
し
て
い

く
よ
う
検
討
す
る
。

　

設
備
品
の
老
朽
化
に
つ

い
て
は
、
職
員
が
見
回
り

を
し
て
、
安
全
点
検
を
し

て
い
る
が
、
安
全
対
策
に

努
め
、
皆
さ
ん
に
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
の
活
動
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
す

る
。

　

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
つ

い
て
は
、
教
育
委
員
会
管

理
の
も
の
と
、
学
校
管
理

の
も
の
と
あ
る
が
、
教
育

委
員
会
で
確
認
を
し
て
い

く
。

　

記
念
樹
に
つ
い
て
は
、

他
の
施
設
も
含
め
て
植
え

替
え
・
整
理
を
検
討
し
て

い
く
。

議員はお中元やお歳暮を出すことが禁止されています。

思い出を忘れないでね

定
例
会
の
報
告

決
算
委
員
会
の
報
告

議
会
費
あ
れ
こ
れ

委
員
会
の
報
告

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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定
例
会
の
報
告

決
算
委
員
会
の
報
告

議
会
費
あ
れ
こ
れ

委
員
会
の
報
告

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

質問

答弁 ニーズに合った施策に取り組む

質問

答弁

矢吹一郎（やぶき  いちろう）議員

動 画

問　
人
口
減
少
の
歯
止

め
施
策
と
し
て
、
石

川
県
津
幡
町
で
は
人
口
自

然
動
態
増
加
を
目
指
し
た

結
婚
推
進
委
員
制
度
や
３

世
代
同
居
等
促
進
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
本
町

に
お
い
て
も
取
り
組
む
べ

き
で
あ
る
。

答
青
野
町
長

　

岡
山
県
少
子
化
対

策
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
事
業
の

中
で
、
本
町
の
課
題
に
対

し
て
子
育
て
世
代
や
独
身

者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実

施
し
、
ニ
ー
ズ
を
把
握
し

て
真
に
必
要
な
課
題
に
対

し
て
検
証
を
行
い
、
よ
り

実
効
性
の
あ
る
施
策
に
取

り
組
む
。

答
須
々
木
こ
ど
も
笑
顔
課
長

　

人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
に
は
、
子
ど

も
を
産
み
育
て
た
く
な
る

よ
う
な
環
境
整
備
と
希
望

す
る
男
女
が
結
婚
す
る
こ

と
で
あ
る
。

　

そ
の
推
進
役
と
な
る
結

婚
推
進
委
員
の
取
り
組
み

は
、
現
在
は
地
域
の
繋
が

り
が
弱
く
な
っ
て
い
る
こ

と
、
ま
た
個
人
情
報
の
扱

い
も
厳
し
く
な
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
、
活
動
が
制
限

さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る

が
他
自
治
体
の
動
向
を
注

視
し
て
い
く
。

　

３
世
代
フ
ァ
ミ
リ
ー
同

居
等
促
進
事
業
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
生
活
ス
タ
イ

ル
に
マ
ッ
チ
し
た
も
の
で

他
の
自
治
体
の
取
り
組
み

を
調
査
研
究
す
る
。

質問

答弁

質問

答弁 美
咲
町
行
財
政
改
革
の
進
捗
状
況
は

審
議
会
の
意
見
書
を
基
に
推
進
す
る

問　
美
咲
町
経
営
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
指
針
に
基

づ
き
令
和
４
年
度
実
施
計

画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、

審
議
会
か
ら
提
出
さ
れ
た

意
見
書
の
概
要
を
示
せ
。

　
地
域
に
と
っ
て
有
効
か

つ
無
駄
の
な
い
改
革
に
つ

な
げ
る
た
め
に
も
、
小
規

模
多
機
能
自
治
組
織
な
ど

か
ら
の
意
見
を
収
集
し
て

の
審
議
と
な
っ
て
い
る
の

か
。答

青
野
町
長

　
町
が
生
き
残
る
た

め
必
要
な
取
り
組
み
で
あ

る
３
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

は
、一
時
的
に
は
多
額
の
投

資
が
必
要
と
な
る
が
、将
来

に
向
け
て
本
町
が
持
続
可

能
な
町
と
な
る
た
め
将
来

負
担
を
大
幅
削
減
出
来
る

よ
う
行
財
政
改
革
に
果
敢

に
取
り
組
む
覚
悟
で
あ
る
。

答
林
田
理
財
課
長

　

行
財
政
改
革
の
推

進
に
は
地
域
住
民
の
理
解

が
必
要
で
あ
り
、
令
和
４

年
度
に
審
議
さ
れ
た
５
つ

の
柱
の
中
か
ら
「
補
助
金

の
あ
り
方
の
見
直
し
」
に

つ
い
て
新
た
に
専
門
部
会

を
設
置
し
審
議
を
行
っ
た
。

おともだちが、いっぱいだ

人口減少に歯止めをかける施策は

　

公
有
財
産
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
つ
い
て
は
公
共
施
設

等
個
別
施
設
計
画
を
策
定

し
公
表
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

小
規
模
多
機
能
自
治
組

織
を
は
じ
め
利
用
者
の
理

解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
丁

寧
に
進
め
て
い
く
。地域の大切な拠点

議員はお祭りへの寄付や差し入れが禁止されています。
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質問

答弁

質問

答弁

山本　資（やまもと  たすく）議員

動 画

どうする水道料金

経営戦略により改定を検討する

問　
給
水
人
口
の
減
少

に
伴
う
料
金
収
入
の

減
少
、電
気
料
金
の
高
騰
、

資
材
価
格
の
増
加
な
ど
収

益
的
収
支
・
基
本
的
収
支

を
考
え
る
と
、
水
道
料
金

の
改
定
が
迫
っ
て
い
る
と

感
じ
る
。

　
安
全
で
安
定
し
た
水
質

を
確
保
す
る
努
力
が
あ
る

か
ら
、
蛇
口
を
捻
る
と
当

た
り
前
に
水
が
出
る
。

　
安
定
し
た
水
道
経
営
を

行
う
た
め
に
は
健
全
な
収

支
体
系
が
必
要
と
な
る
。

　
水
道
料
金
の
改
定
を
考

え
て
い
る
か
。

答
牧
野
上
下
水
道
課
長

　

水
道
事
業
は
独
立

採
算
が
原
則
で
、
使
用
者

の
利
用
料
金
収
入
な
ど
に

よ
る
経
営
が
基
本
だ
が
、

水
道
施
設
の
ほ
と
ん
ど
が

40
年
を
経
過
し
、
施
設
や

ポ
ン
プ
の
老
朽
化
が
進
み

多
額
の
設
備
投
資
も
必
要

で
あ
る
。

　

来
年
度
以
降
、
利
用
者

の
理
解
を
得
な
が
ら
経
営

戦
略
・
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
踏
ま
え
水
道
料

金
の
改
定
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。

問　
利
用
者
の
理
解
を

得
る
た
め
に
は
安
定

し
た
施
設
管
理
体
制
が
必

要
で
あ
る
。

答
牧
野
上
下
水
道
課
長

　

安
全
な
水
を
供
給

す
る
た
め
、
適
切
な
維
持

管
理
に
努
め
る
と
共
に
施

設
の
改
善
を
進
め
て
い
く
。

水道料金改定は考えているのか

質問

答弁

質問

答弁

ファミリーサポートの活用を

有効な事業となるよう進める

問　
子
ど
も
の
笑
顔
が

輝
き
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
、
子
ど
も
の
笑
顔

は
み
ん
な
の
幸
せ
、
地
域

ぐ
る
み
で
子
ど
も
の
成
長

を
支
え
る
こ
と
が
町
政
の

目
標
で
あ
る
。

　
子
育
て
を
支
援
し
て
欲

し
い
人
（
依
頼
会
員
）、

子
育
て
を
援
助
し
た
い
人

（
提
供
会
員
）
が
お
互
い

に
信
頼
関
係
を
築
き
な
が

ら
、
子
ど
も
を
預
け
、
お

互
い
に
育
児
の
助
け
合
い

を
行
う
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ

ー
ト
事
業
に
つ
い
て
、
提

供
す
る
側
も
利
用
す
る
側

も
こ
の
制
度
を
知
ら
な
い

人
が
多
い
。

　
こ
の
事
業
の
活
用
を
も

っ
と
図
る
べ
き
で
な
い
か
。

答
須
々
木
子
ど
も
笑
顔
課
長

　

平
成
６
年
度
か
ら

仕
事
と
育
児
両
立
支
援
特

別
援
助
事
業
と
し
て
開
始

さ
れ
、
平
成
27
年
度
か
ら

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
事
業
と
し
て
正

式
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

　

対
象
は
０
歳
か
ら
小
学

生
ま
で
で
、
依
頼
会
員
の

要
望
に
応
じ
サ
ポ
ー
ト
す

る
提
供
会
員
を
紹
介
す
る

仕
組
み
。

　

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

あ
り
、
会
員
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
保
険
に
加
入
す
る
の

で
安
心
な
仕
組
み
。

　

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も

の
成
長
を
支
え
る
取
り
組

み
と
考
え
て
お
り
、
有
効

な
事
業
と
な
る
よ
う
進
め

た
い
。

こどもまんなか美咲町

議員や後援会が有料の挨拶広告を出すと処罰されます。

定
例
会
の
報
告

決
算
委
員
会
の
報
告

議
会
費
あ
れ
こ
れ

委
員
会
の
報
告

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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定
例
会
の
報
告

決
算
委
員
会
の
報
告

議
会
費
あ
れ
こ
れ

委
員
会
の
報
告

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

質問

答弁 必要な施設整備は行っている

質問

答弁

藤井智江（ふじい  ともえ）議員

動 画

問　
来
年
４
月
に
開
校

す
る
柵
原
学
園
に
つ

い
て
確
認
す
る
。

①
エ
ア
コ
ン
・
プ
ー
ル
・

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
法
面
の
整

備
な
ど
施
設
完
了
後
で
も

状
況
に
応
じ
た
施
設
の
改

修
は
で
き
な
い
か
。

②
通
学
路
の
決
定
時
期
、

危
険
場
所
の
改
善
要
望
に

い
つ
頃
迄
に
対
応
で
き
る

か
。

③
制
服
の
決
定
は
も
う
少

し
慎
重
な
検
討
が
必
要
で

は
な
い
か
。

④
４
・
３
・
２
制
を
導
入

す
る
が
、
開
校
後
の
検
証

は
ど
う
進
め
る
の
か
。

⑤
再
度
地
域
説
明
会
が
必

要
で
は
な
い
か
。
地
域
説

明
会
で
話
し
合
わ
れ
た
内

容
を
地
域
住
民
に
周
知
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答
結
石
教
育
総
務
課
長

①
開
校
時
点
で
必
要

な
整
備
を
行
い
完
成
に
向

け
努
力
し
て
い
る
。

②
通
学
路
は
正
式
に
は
開

校
時
点
で
学
校
長
が
決
定

す
る
が
、
通
学
部
会
で
検

討
し
、
開
校
準
備
委
員
会

の
承
諾
を
得
て
い
る
。

③
総
務
・
Ｐ
Ｔ
Ａ 

部
会

で
方
針
を
決
め
開
校
準
備

委
員
会
で
承
認
さ
れ
て
い

る
。

④
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を

機
能
さ
せ
検
証
す
る
。

⑤
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
み
さ

き
タ
ウ
ン
テ
レ
ビ
で
収
録

し
た
様
子
を
放
映
中
。

質問

答弁

質問

答弁 十
分
な
公
民
館
活
動
は
で
き
て
い
る
か

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

問　
公
民
館
の
活
動
状

況
を
確
認
す
る
。

①
公
民
館
ご
と
の
活
動
状

況
は
。
十
分
な
公
民
館
活

動
が
で
き
て
い
る
か
。

②
公
民
館
職
員
は
ど
う
い

う
資
格
を
持
っ
て
い
る
か
。

職
員
間
の
横
の
連
携
、
研

修
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

③
西
幸
公
民
会
館
、
三
保

公
民
館
は
改
修
時
点
で
改

築
の
計
画
は
で
き
な
か
っ

た
の
か
。

④
中
央
公
民
館
を
白
寿
荘

に
譲
渡
す
る
案
件
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。
地
域
の

理
解
は
得
ら
れ
た
か
。

答
平
賀
生
涯
学
習
課
長

①
４
年
度
の
利
用
状

況
は
、
延
べ
２
万
人
の
利

用
。学
び
の
活
動
拠
点
と
し

て
、
人
づ
く
り
、
地
域
づ
く

り
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。

②
公
民
館
に
社
会
教
育
主

事
３
人
を
配
置
し
定
期
的

に
会
議
を
開
き
情
報
交
換

を
し
て
い
る
。公
民
館
の
研

修
会
参
加
、他
の
市
町
村
と

の
情
報
交
換
を
し
て
い
る
。

答
篠
原
住
民
生
活
課
長

③
西
幸
公
民
会
館
と

三
保
公
民
館
は
故
障
の
修

子どもたちのために

柵原学園完成後でも施設改修を

繕
を
急
ぎ
行
っ
た
も
の
。

答
光
嶋
地
域
み
ら
い
課
長

④
中
央
公
民
館
は
、

多
世
代
交
流
拠
点
施
設
へ

の
移
転
が
決
ま
っ
て
い

る
。
引
き
続
き
地
域
の
理

解
と
協
力
を
い
た
だ
け
る

よ
う
努
め
る
。

住民のために

後援会が花環・香典・祝儀などを出すと処罰されます。
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質問

答弁

質問

答弁

松田英二（まつだ  えいじ）議員

動 画再犯防止推進計画を策定する

問　
令
和
３
年
９
月
に

久
米
郡
保
護
司
会
か

ら
再
犯
防
止
推
進
計
画
策

定
の
要
望
書
が
提
出
さ
れ

て
い
る
が
、
２
年
が
経
過

す
る
中
で
計
画
書
の
策
定

は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
執

行
部
は
計
画
を
策
定
す
る

つ
も
り
は
あ
る
の
か
。

答
青
野
町
長

　

本
町
で
は
久
米
地

区
保
護
司
会
な
ど
専
門
的

知
識
を
有
す
る
人
や
保
護

観
察
所
な
ど
関
係
機
関
の

力
を
借
り
て
、
今
年
度
で

再
犯
防
止
推
進
計
画
の
策

定
を
進
め
て
い
く
。

問　
犯
罪
を
予
防
・
防

止
す
る
た
め
に
は
心

理
面
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
須
。

特
に
青
少
年
に
対
す
る
支

援
は
最
も
重
要
で
あ
る
。

　
青
少
年
が
抱
え
る
悩
み

ご
と
の
相
談
窓
口
と
し
て
、

岡
山
県
青
少
年
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
や
お
か
や
ま
法

務
支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
外
部
機
関
の

公
認
心
理
士
の
協
力
を
得

て
青
少
年
の
健
全
育
成
を

図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
黒
瀬
教
育
長

　

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

的
分
野
に
対
し
て
、
本
町

で
は
ど
う
い
う
形
が
望
ま

し
い
の
か
研
究
・
検
討
が

必
要
な
も
の
が
多
く
あ
る
。

引
き
続
き
勉
強
し
て
い
き

た
い
。

犯罪の防止には心のサポートを

おかやま法務少年支援センター
● 能力・性格の検査

● 問題行動の分析や指導方法の提案

● 本人や家族に対する心理相談

● 事例検討会への参加

● 研修会・講演会へ職員の派遣

● 法教育授業（出前授業）の実施

　議会広報特別委員会では、できるだけ多くの町民の皆さんと意見交換を行うことを目的として各種団
体など小さなグループを対象にした「出前議会」に取り組んでいます。
　令和５年７月４日には旭地域「江与味自治会」の皆さんのところに出向き、議会活動から町政全般まで
熱のこもったご意見をいただきました。
　会場の確保と１０人程度お集まりいただけ
れば何処にでもお邪魔します。皆さまからの
お声掛けをお待ちしています。

《 出前議会、おかげ様で好評です 》

定
例
会
の
報
告

決
算
委
員
会
の
報
告

議
会
費
あ
れ
こ
れ

委
員
会
の
報
告

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

江与味自治会



議員研修

〜議員報酬・政務活動費の充実に向けた論点と手続き〜

〜議会ハラスメント防止条例制定の意義〜

大正大学社会共生学部教授　江藤俊昭氏

公務員研修協会代表理事　高嶋直人氏

23 みさき

　美咲町議会では、議会議員の議会力の向上のために各分野における研修を実施しています。
　今期は、デジタルが切り拓く新しい民主主義、政策に強い議会をつくる、議員のなり手不足の解消に
向けた取り組み、ハラスメント防止について講師を招き勉強しました。

　美作高校１年生の英語
ユネスコ部・議会アンバサ
ダーの皆さんに議会のイ
ンスタグラム配信の表紙
を飾ってもらいました。
　元気いっぱいの明るい笑顔に議会も力が湧きます。

定
例
会
の
報
告

決
算
委
員
会
の
報
告

議
会
費
あ
れ
こ
れ

委
員
会
の
報
告

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

議会研修会を開催しました

○
関
東
町
村
議
会
議
長
会【
議
会
運
営
視
察
研
修
】

○
岩
手
県
一
戸
町
議
会【
議
会
運
営
視
察
研
修
】

○
北
海
道
松
前
町
議
会【
議
会
広
報
視
察
研
修
】

○
三
重
県
三
重
郡
議
会
議
長
会【
議
会
運
営
視
察
研
修
】

○
北
海
道
栗
山
町
議
会【
議
会
運
営
視
察
研
修
】

７月　５・６日　「全国地方議会サミット・オンライン研修」

８月　７日　「議員のなり手不足解消に向けた取り組み」

８月　18日　「ハラスメント防止研修」

デジタルで変わる自治体・政策
オンラインとデジタルを活かす
デジタルが拓く新しい民主主義

5日 政策議会の一般質問
議選監査委員の意義と使命
政策に強い議会をつくる

6日

令和5年12月定例会の予定

　令和 5  年１2月に予定されている美咲町議会定例会は
◆１2月 4  日（月）開会～１2月15日（金）閉会
◆一般質問は１2月 5  日（火）～６ 日（水）の 2  日間を予
定しています

（なお、日程が変更される場合にはみさきテレビなどでお
知らせしていきます）

　
美
咲
町
議
会
で
は
、意
見
交
換
を
通
じ
て
お
互
い
の
議
会

の
良
い
と
こ
ろ
を
学
び
、生
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
諸
問
題
の
打

開
策
の
ヒ
ン
ト
を
得
よ
う
と
、８
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
積

極
的
に
全
国
か
ら
の
視
察
研
修
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

表紙の紹介
～SNSを活用しよう～

全
国
の
議
会
が
美
咲
町
へ
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朝
夕
が
、
め
っ

き
り
涼
し
く
な
り

秋
の
足
音
が
聞
こ

え
て
く
る
な
か
で
、
旭
学
園

で
は
１
年
生
か
ら
９
年
生
で

行
う
初
め
て
の
大
運
動
会
が
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

柵
原
小
・
中
学
校
で
は
今

年
で
最
後
と
な
る
運
動
会
を

開
催
し
有
終
の
美
を
飾
る
素

晴
ら
し
い
大
運
動
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

議
会
に
お
い
て
は
美
咲
町
の

新
し
い
時
代
に
向
け
て
、
旭
・

中
央
多
世
代
交
流
拠
点
整
備

事
業
、
柵
原
義
務
教
育
学
校

建
設
事
業
な
ど
の
最
終
チ
ェッ

ク
を
行
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
の
審
議
に
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
９
月
か
ら
広
報

委
員
会
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
信

を
開
始
し
て
い
ま
す
。
定
例

会
、
各
委
員
会
の
開
催
状
況

な
ど
を
皆
さ
ん
の
お
手
元
に

お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
ぜ
ひ

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

 （
矢
吹
記
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　
三
船　
博
之

副
委
員
長　
松
田　
英
二

中
西　
伶
王

矢
吹　
一
郎

板
垣　
正
寿

左
居　
喜
次

町民の皆さんこんにちは

英語を楽しもう！　Letʼs Enjoy English！ 第1回

イングリッシュキャンプ 三休
English Camp in Miyasumi

子
ど
も
た
ち
の
英
語
力
は

�

確
実
に
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

●どんな内容ですか
　イングリッシュキャンプは、子どもたちに「生きた英語」
に触れる機会を提供し、英語に対する興味、関心を高め、
楽しく学習することで、主体性や積極性、コミュニケーショ
ン能力の向上を目的として実施しています。

●いつどこで開催しましたか
　令和5年7月29日（土）三休公園民話館にて、９時30
分から15時まで行いました。

●参加対象は誰ですか
　町内の小学校４～６年生と町民を含め、参加者は２０名程
度でした。

●具体的な活動内容は何ですか
① 英語で自己紹介
② 英語でお買い物レッスン（昼食購入体験）
③ 英語を取り入れた工作（ネイチャークラフト）
④ 英語交流ゲーム（英語歌遊び）

●どんなところが特徴ですか
　ALT数名を英語指導講師に迎え、地域の人やNPO、大
学生、高校生がボランティアスタッフとなり、幅広い交流と
多様な学びの機会を提供していることが特徴です。

●運営は誰が行っていますか
　主催は美咲町教育委員会生涯学習課です。運営協力（一
部委託）はＮＰＯ法人ファミリーリングあゆむが行っていま
す。

美咲町では子どもたちの英語学習に力を入れており、さまざまな企画を
通して子どもたちに「生きた英語」に触れる機会を提供しています。


